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授業形態 講義 単位数 2 対象年次 3〜

対象学科・クラス 環境社会⼯学科 資源循環システムコース [新 補⾜事項

ナンバリングコード ENG_SEE 3950

⼤分類コード ⼤分類名称

ENG_SEE ⼯学部（環境社会⼯学科）

レベルコード レベル

3 学部専⾨科⽬（発展的な内容の科⽬）、全学教育科⽬（⾼年次対象科⽬）

中分類コード 中分類名称

9 資源循環システムコース専⾨科⽬

⼩分類コード ⼩分類名称

5 資源・環境系

⾔語

⽇本語で⾏う授業

キーワード

⽣化学，分⼦⽣物学，酵素反応，微⽣物反応，反応速度論，極限環境微⽣物

授業の⽬標

微⽣物は細胞内で多種多様な物質変換反応を⾏いながら，⾃らの⽣命活動を維持していると同時に，⾃然界の物質循環や環境浄化に⼤きな役割を果たしている。本授業では，微⽣物の構成成分であ
るDNAやアミノ酸・タンパク質（酵素）の構造と特性を⽣化学的・分⼦⽣物学的な観点から学び，様々な微⽣物の特徴と⼯学的利⽤法を微⽣物学的・⽣物⼯学的な観点から学習する。さらに，微⽣
物のもつ特殊な機能や潜在的能⼒を知り，それらを資源循環・環境保全などに応⽤するための⼿法を修得する。

到達⽬標

・DNAやアミノ酸など，微⽣物の構成成分の特性と⽣化学的な役割について説明できる。
・酵素の機能と反応の特徴を化学的な観点から説明できる。
・微⽣物の分類や構造的・機能的特徴を理解し，培養法やバイオリアクターについて反応⼯学的な解析ができる。
・微⽣物機能を有効に活⽤した環境改善法や環境保全策を考える能⼒を⾝につける。

授業計画

1. 序論（1回）
⽣物を構成する成分を化学的な観点から学び，⽣物機能の発現を物理化学的な観点から学習する。
2. ⽣化学および分⼦⽣物学の基礎（4回）
DNAやアミノ酸の化学構造，およびDNAからRNA，タンパク質が合成される⼀連の流れを学習する。
3. 酵素の機能と反応（2回）
反応⼯学の理解を基礎として，酵素反応の特徴および反応解析法を⾝に付ける。
4. 微⽣物の機能と反応（4回）
微⽣物の分類，形態，および代謝機能について学ぶ。また，微⽣物の培養とバイオリアクターについての基礎知識を習得する。
5. 遺伝⼦⼯学の基礎（1回）
PCR法などの遺伝⼦⼯学の基礎を学び，その⼯学的な応⽤について学習する。
6. 極限環境微⽣物と微⽣物の⼯学的応⽤（3回）
塩湖や熱⽔噴出孔，地殻内などの極限環境微⽣物の種類や特徴について学ぶ。また，バクテリア・リーチングやバイオミネラリゼーションなど，微⽣物を資源・環境⼯学に応⽤した分野について学
習する。

準備学習(予習・復習)等の内容と分量

配布資料の予習および講義内容の復習に対して，それぞれ2時間程度が必要である。

成績評価の基準と⽅法

授業回数の7割以上の出席を成績評価の条件とする。授業内で⾏う⼩テスト・レポート（20%），中間・期末試験（80%）によって評価する。



テキスト・教科書

担当者が作成した資料を適時配布する。

講義指定図書

ヴォート基礎⽣化学 / D. Voet, J. G. Voet, C. W. Pratt著 ; ⽥宮信雄 [ほか] 訳 : 東京化学同⼈, 2014, ISBN:9784807908455
微⽣物学 / 井上明編 : オーム社, 2006, ISBN:9784274203213

参照ホームページ

研究室のホームページ
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